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D－11 児重の審査に関する認識の発必勺研究　１

　　を放賀だo久幽埓中村喜芙子

児童学165

　目的わ栽わ絢よ、二殼までに､|噌枚の散科書の内雇珍杵から、家隻に関tそ内海が｀とヽ

のように扱わ漑でロゐか乞調べ｀、家庭に関する憤絹畝葱作製し、刄瓦科敵負が飽まろり季

瞳の午剛こ艮庚し把。その結果にも乙づロで- あ研駝では、対象ご乞2.、4-、6吽生｡に広げ

発達的な気化乞明らかにし七。

　方砥（i賞象:愛知県面三渕把^の公立｡ﾊヽ､営液胞蔓、Z吽^208紅午年生剛凭、G

耳蛸勁^、計5日拓。（哨同査昨期:0B和^年ら日～7月。a凋奮内賂：了）尿集の時令、

釈業聊師1の程胤。'f)ﾇこ,-9-,祖ﾇ、泌母氷ち。んにつロての認知（自由逓層
）。り）£昼に対すゐ要望.勾児の蒙畢令捧。測家集の尿寿命担の認知。

　祐果(･濠穫の年命、騨唯につＵての記述の攘暴に靴皇的刻ヒボみヽら才げ

;去によろ認知四餉玄。白分tのかかわりについての記崖μ咽=齢乙教に賞yレタこ｡母, 祖

父. 笹母、糸朽、・んの個ﾒ、納特怖こついての記ぶば帰結乙失に増mする。図父C母に対する

奪望は、剣和りに汗て　早齢乙放に殉^rする。父と母に箱する零望複目にに瞳びあり、父こ

に対してμ、何り｀ヽ乞白砂乙一諾にして（れゐこ乙乞望斗せに対して直醤白叫の性榜々

行如に対tろ奪望が飢。発庄的剣じは一義的でヽなく、とLくに午耳・に順神発直との嗅

的な寮几炉｀あゐように一既われろ。倒荻旅､の尿季介但(ｱ)認知は、各ごもの世認の瓊目包除ロ

て, 茫息納に艮く､尽ゐ織向び升りれゐ。

D－12 児童の象殉二関^ろ経漸の稔動勺研呪］Ｌ

　　曖知駄有丸　o中村幕歌手　ﾀ､世町蚕

　目的前報で叫、2　牟　6茸りの児奮の家族に関ずる認識の発恚的な如し乞調べ仁。

　本研曳でμ、^m-の観「象庭こお｀ける包仁^債呪担き有）に同関谷､の吸関戦調査乞行し）

　^^奮乙靴乙の認叢のす.れし靴の賓児態niぺ%俵について細べ匹

　方砥　田対軋こ第＼ 報の児董の鵬、回収収はZ耳!t|町勉、今年生口Tゐ、6年知33

ゐ、計roTfc-C"、回し吠苧ぼ佃ヽT^o乙｀あった。（2）細£時期万よび方濤；恚児萱に対tる調査

鯵弘t.担任乞血して象庭に嘔問軌乞配布し、一色聞伎に回収した。

　姑敷叫£竃乙気乙の認識の市れについてはヽ①家粳の^絆･ 職業の認瓢②｀^tの藍

奉分担、①家､厦の象串分担の認知について比較し↑ヒ。蔓の記iS.にくらべ｀、児壷吋具体お抒、

曰帑^・乙の関まで乙う丸ていゐ。将に尿i

いさび目立っt。
　（勾t1^について霞の^後すゐ漑目ぼ、（工）健康、＠聊嘩池しい唾応習業、(D良い性m-- R

きど?1ごい助け冶ヽりこ､乙、⑤勉強、（91U､､絢象、夕力ヽてっがいの順であり、特にあ｀てつ甘

u-g-め吋ヽヽゐものは回雰刄のS･U‰とケな力いに。'■の吽鮒によろ舶享、勤強乙反人筒脹

でgfe^"&ヽあ、仁。




